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1 はじめに 
1.1 動作確認環境 
本マニュアルでは、次の環境で動作を確認しています。 

 Windows 7 Professional   +   Internet Explorer 11 

 Windows 7 Professional   +   Firefox 30.0 

 Windows 7 Professional   +   Chrome 35.0 

 

1.2 本マニュアルに関するご注意 
本マニュアルを使用、参照、運用した結果の影響については、一切責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

また、メールアーカイブオプションに関する制約事項については、「スマートコネクト マネージドサーバ メールアーカイブオ

プション 仕様書」をご確認ください。 

ここで記載する情報は、執筆時の環境を元にしており、バージョンアップによりソフトウェアの仕様や操作性が変化する可

能性があります。 

 

1.3 用語集 
本マニュアルに関する用語集は以下のとおりです。 

用語 説明 

グループ 複数のメールアドレス（グループメンバー）を登録します。 

グループメンバー グループに所属させる任意のメールアドレスを意味します。 

スーパー管理者 マネージドサーバで送受信する全てのメールを閲覧できます。 

グループ管理者 マネージドサーバで送受信するメールのうち、グループに登録したメールアドレスのメールを閲覧

できます。 

一時監査者 一時的にアーカイブ検索権限を許可された監査専用のアカウントです。 

インデックス アーカイブしたメールを検索するための情報です。 

EML 形式 インターネットで送受信される電子メール形式のひとつです。Microsoft Outlook Express、

Mozilla Thunderbird 等にてサポートされています。 
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1.4 想定ご利用パターン 
想定される利用シーンと利用方法を例示いたします。以下の内容は一例です。実際のお客さまの運用にあわせてご利用

ください。 

 

 

■全社員のメールを一人の管理者で管理したい場合 
→スーパー管理者（メイン管理者）のみで運用 

 全てのメールを 1 つの管理者で運用する場合、初期設定状態からの設定変更は不要です。 

 

・初期設定状態で、対象のマネージドサーバで送受信されるメールはすべてアーカイブされています。 

・管理者の追加は不要です。スーパー管理者（メイン管理者）でログインし、「4.1 アーカイブ検索」をご利用ください。 

 

 

■部署ごとにメールを管理したい場合 
→グループ管理者で運用 

 部署ごとにグループを作成し、管理することが可能です。 

 例えば、営業部のアカウントを作成し、営業部長は営業部の全メールのアカウントを閲覧できるようにすることが可能で

す。 

 

1. スーパー管理者（メイン管理者またはシステム設定管理者）でログインし、「3.2 グループ設定」を参照し、部署ごとにグ

ループを作成してください。 

2. 該当グループにグループメンバー（その部署に所属する社員のメールアドレス）をご登録ください。 

3. 部署のメールを管理する担当者に、「3.1.2 グループ管理者」でログインするよう、依頼してください。 

2.の作業は、グループ管理者（メイン管理者またはシステム設定管理者）でも実施可能です。 

 

 

■外部機関からの監査に対応する場合 
→一時監査者を利用 

一時的にメールを閲覧できる、一時監査者のアカウントを作成することができます（利用期間も指定が可能です。）。各種

設定変更は一切できません。 

 

1.  スーパー管理者（メイン管理者またはシステム設定管理者）でログインし、「3.1.3 一時監査者」を参照し、一時監査者

を作成してください。 

2. 監査実施者に、「4.2.4 メール検索（一時監査者）」でログインするよう、依頼してください。 

 

 

■メール閲覧とアカウント管理の権限を分離したい場合 
→スーパー管理者（メイン管理者）を削除 

スーパー管理者（メイン管理者）は、アカウントやグループの管理および全てのメール（全部ののグループ）の閲覧が可能

です。 

この管理者の権限が強すぎると思われる場合、アカウントやグループの管理だけができる、スーパー管理者（システム設

定管理者）と、全てのメールの閲覧ができるスーパー管理者（メール閲覧管理者）に権限を分離することを推奨します。 

※一度削除したスーパー管理者（メイン管理者）の再作成はできませんので、ご注意ください。 

※スーパー管理者（メイン管理者）を削除することにより、一時監査者の機能がご利用いただけません。 

※グループ管理者（メイン管理者）を削除することにより、グループの権限を分離することも可能です。 

 

1. スーパー管理者（メイン管理者）でログインし、「3.1.1 スーパー管理者」を参照し、スーパー管理者（システム設定管理

者）とスーパー管理者（メール閲覧管理者）を作成してください。 

2. ログアウトし、スーパー管理者（システム設定管理者）でログインしてください。 

3. スーパー管理者（メイン管理者）を削除して下さい。 

※スーパー管理者（システム設定管理者）とスーパー管理者（メール閲覧管理者）を追加作成することは可能です。 
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2 管理画面へのログイン方法 
 メールアーカイブの管理画面へのログイン方法を説明します。 

 必ず、初回ログイン時に、スーパー管理者（メイン管理者）のパスワード変更をしてください。 

 

2.1 マネージドサーバのコントロールパネルからの接続する場合 

マネージドサーバ コントロールパネルへのログイン画面から、ユーザ名（お客さま番号）にてログインしてください。 

 

「図2-1 メールアーカイブオプションへの接続方法」を参照し、左メニューから「メールアーカイブ」を選択し、該当のメール

アーカイブサーバの「管理画面」ボタンをクリックしてください。本オプションのWeb管理画面が表示されます。 

※一時監査者の管理画面へのアクセスは、マネージドサーバのコントロールパネルからはできません。「2.2 ブラウザか

ら直接アクセスする場合」をご参照ください。 

 

 
図 2-1 メールアーカイブオプションへの接続方法 

 

2.2 ブラウザから直接アクセスする場合 
本オプションの管理画面の URL は以下のとおりです。 

 

 ■スーパー管理者およびグループ管理者 

     https://アーカイブサーバ名/wiseaudit/jsp/login.jsp 

 

 ■一時監査者 

     https://アーカイブサーバ名/auditor/login.do 

 

※アーカイブサーバ名は、当社から利用責任者に通知させていただいているメール（設定完了通知）をご参照ください。 

 
2.3 ログイン 
本オプションの管理画面「図 2-2 Web 管理画面 のログイン画面」にアクセスすると、以下の画面が表示されます。 

グループ管理者および一時監査者については、スーパー管理者にて設定後、ご利用いただけます。 

 

 
図 2-2 Web管理画面 のログイン画面  

https://アーカイブサーバ名/wiseaudit/jsp/login.jsp
https://アーカイブサーバ名/auditor/login.do
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3 設定 
各管理者の設定方法および操作方法について記載しています。 

 

3.1 管理者設定 
管理者設定にて、「スーパー管理者」、「グループ管理者」、「一時監査者」を設定することができます。 

「パスワード変更」は、ログインしている管理者のパスワードを変更できます。 

 

3.1.1 スーパー管理者 

「設定」 => 「管理者設定」 => 「スーパー管理者」にて、スーパー管理者を作成・編集・削除することができます。 

スーパー管理者（メイン管理者）は、初期設定時に1ユーザ作成されます。 

 

＜スーパー管理者（サブ管理者）の作成＞ 

「図3-1 スーパー管理者一覧」にて、「新規」ボタンをクリックしてください。 

 

 
図3-1 スーパー管理者一覧 

 

「図3-2 スーパー管理者登録」にて、表示内容に従い、スーパー管理者（サブ管理者）の情報を入力し、設定ボタンを押し

てください。 

 ※スーパー管理者（メイン管理者）は作成できません。 

 

 
図3-2 スーパー管理者登録 

 

※権限属性は「システム設定管理者」「メール閲覧管理者」をご選択ください。 

「フィルタ管理者」、「フィルタ管理者（メール操作可）」、「メール閲覧管理者(メール操作可)」はご利用いただけません。 

 

＜スーパー管理者の編集＞ 

「図3-1 スーパー管理者一覧」にて、編集したい管理者アカウントのラジオボタンを選択し、「編集」ボタンをクリックしてく

ださい。 

表示に従い、パスワード、メールアドレスの編集を行って下さい。 

 

※スーパー管理者（メイン管理者）のメールアドレス「ADMIN@WISE.audit（初期）」は、変更しなくても問題ありません。 

 

  

mailto:ADMIN@WISE.audit
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3.1.2 グループ管理者 

「設定」 => 「管理者設定」 => 「グループ管理者」にて、グループ管理者を作成・編集・削除することができます。 

グループ管理者（メイン管理者）は、グループ作成時に1ユーザ作成されます。 

グループ管理者（サブ管理者）として、システム設定管理者、メール閲覧管理者を作成することができます。 

 

※グループ管理者のアーカイブ検索は、グループメンバー登録適用後に送受信したメールが対象となります。 

※「グループ選択」については、事前に「3.2.1 グループ」にてグループを作成してください。 

 

＜グループ管理者（サブ管理者）の作成＞ 

「図3-3 グループ選択」にてグループを選択し、「選択」ボタンをクリックしてください。 

 

 
図3-3 グループ選択 

 

「図3-4 グループ管理者一覧」にて、「新規」ボタンをクリックし、「図3-5 グループ管理者登録」の表示内容に従い、グル

ープ管理者（サブ管理者）の情報を入力し、設定ボタンを押してください。 

 ※グループ管理者（メイン管理者）は作成できません。 

 

 
図3-4 グループ管理者一覧 

 

 

 

 
図3-5 グループ管理者登録 

 



  
8 

 

  

※権限属性は「システム管理者」「メール閲覧管理者」をご選択ください。 

「フィルタ管理者」、「フィルタ管理者（メール操作可）」、「メール閲覧管理者(メール操作可)」はご利用いただけません。 

 

＜グループ管理者の編集＞ 

「図3-4 グループ管理者一覧」にて、編集したい管理者アカウントのラジオボタンを選択し、「編集」ボタンをクリックしてく

ださい。 

表示に従い、パスワード、メールアドレスの編集を行って下さい。 

 

3.1.3 一時監査者 

「設定」 => 「管理者設定」 => 「一時監査者」にて、一時監査者を設定することができます。一時監査者を設定する際

は、スーパー管理者（メイン管理者）のアカウントにてログインください。 

一時監査者は、初期設定時に作成されません。 

 

＜一時監査者の作成＞ 

新規に一時監査者を登録する場合は、「一時監査者」にて「新規」ボタンをクリックしてください。 

「図3-6 一時監査者登録」の表示内容に従って情報を入力し、設定ボタンを押してください。 

 

 
図3-6 一時監査者登録 

 

＜一時監査者の編集＞ 

「図3-7 一時監査者一覧」にて、編集したい一時監査者のアカウントのラジオボタンを選択し、「編集」ボタンをクリックし

てください。表示に従い、編集を行って下さい。 
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図3-7 一時監査者一覧 

 

3.2 グループ設定 
グループ設定にて、グループおよびグループメンバーを作成・編集・削除することができます。 

 

3.2.1 グループ 

「設定」 => 「グループ設定」 => 「グループ設定」にて、グループを作成・編集・削除することができます。 

グループ作成時に、グループ管理者（メイン管理者）が同時に作成されます。 

 

＜グループの作成＞ 

新規にグループを登録する場合は、「グループ設定」にて「新規」ボタンをクリックしてください。 

「図3-8 グループ登録」の表示内容に従い、グループの情報を入力し、設定ボタンを押して下さい。 

 

 
図3-8 グループ登録 

 

3.2.2 グループメンバー設定 

「設定」 => 「グループメンバー設定」 => 「メンバー設定」にて、グループメンバーを設定することができます。 

 

＜グループメンバーの追加＞ 

「図3-9 グループ選択」の画面より、グループメンバーを編集したいグループを選択してください。 
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図3-9 グループ選択 

 

「図3-10 メンバー一覧」の画面が表示されます。 

 
図3-10 グループメンバー一覧 

新規にグループメンバーを設定する場合は、「新規」ボタンをクリックしてください。 

「図3-11 メンバー登録」の画面に従って、設定してください。 

 

※「ファイルを読み込んで一括設定」を利用する場合 

テキストファイル(.txt、.csv)に記載されたメールアドレスを一括してアップロードすることができます。 

メールアドレスは、改行区切りにて、ご記入ください。 

 

グループメンバー追加後、「図3-10 グループメンバー一覧」の画面の「適用」ボタンを押してください。 

「適用」ボタンを押さないと、グループメンバーの追加が完了いたしません。 

 

 
図3-11 メンバー登録 

 

＜グループメンバーの確認＞ 

「図3-10 グループメンバー一覧」の画面より、登録されているグループメンバーが確認できます。 

「一括ダウンロード」ボタンを押すと、csvファイルでグループメンバー一覧をダウンロードできます。 

 

＜グループメンバーの削除＞ 

「図3-10 グループメンバー一覧」の画面より、削除したいグループメンバーを選択してください。 

削除したい、メンバーの削除を行ってください。 

 

グループメンバー削除後、「図3-10 グループメンバー一覧」の画面の「適用」ボタンを押してください。 

「適用」ボタンを押さないと、グループメンバーの削除が完了いたしません。 
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3.3 アーカイブ対象外設定 

差出人メールアドレスまたは宛先メールアドレスを対象外として指定した場合、アーカイブ保存しない設定ができます。 

 

「設定」 => 「アーカイブ対象外設定」 => 「アーカイブ対象外設定」にて、アーカイブ対象外設定を追加・編集・削除する

ことができます。 

初期設定時に、当社からのシステム管理系のメールをアーカイブ対象外とする設定をしております。こちらの設定は削除

されないよう、ご注意ください。 

 

＜アーカイブ対象外の追加＞ 

「図3-12 アーカイブ対象外設定一覧」にて、「新規」ボタンをクリックしてください。 

 

 
図3-12 アーカイブ対象外設定一覧 

 

「図3-13 アーカイブ対象外設定登録」の画面が表示されます。 

 
図3-13 アーカイブ対象外設定登録 

 

項目 設定内容 動作 

アーカイブ しない 条件に合致したメールをアーカイブしません。 

する 条件に合致したメールをアーカイブします。 
※「アーカイブ対象外」の除外設定をする場合に、ご利用くだ

さい。 

（以下は条件、1項目以上の設定は必須） 

差出人 任意のメールアドレス メールヘッダのFromおよびエンベロープの差出人

（MAIL FROM）を参照しています。「*@（ドメイン名）」と

入力すれば、ドメイン単位で指定ができます。 

宛先 任意のメールアドレス メールヘッダのTo、CCを参照しています。「*@（ドメイン

名）」と入力すれば、ドメイン単位で指定ができます。 

表題 任意のメールの表題 メールの表題に含まれるキーワードを指定します。 

最大サイズ 任意の容量 アーカイブ「しない」に設定した場合、指定サイズ以上

のメールはアーカイブしません。 

 

アーカイブ対象外設定を追加後、「図3-12 アーカイブ対象外設定一覧」の「適用」ボタンを押してください。 

「適用」ボタンを押さないと、アーカイブ対象外の設定が完了いたしません。 

 

＜アーカイブ対象外の編集＞ 

「図3-14 アーカイブ対象外設定一覧（例）」にて、編集したい条件のラジオボタンを選択し、「編集」ボタンをクリックしてくだ

さい。表示に従い、編集を行って下さい。 

 

ご契約中のマネージドサーバのホスト名が表示さます。 

こちらの設定は消さないでください。 
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図3-14 アーカイブ対象外設定一覧（例） 

 

また、位置変更の▲または▼のボタンをおすと、各条件の位置（優先順位）を変更できます。 

位置が最も上の条件から、適用されます。 

 

 （例）の設定内容 

 「user@example.co.jp」のメールはアーカイブするが、その他の「example.co.jp」ドメインからのメールはアーカイブしない。 

 

アーカイブ対象外設定を追加後、「図3-14 アーカイブ対象外設定一覧（例）」の「適用」ボタンを押してください。 

「適用」ボタンを押さないと、アーカイブ対象外設定が完了いたしません。 

 

3.4 適用状況確認（操作） 
「3.2 グループ設定」「3.3 アーカイブ対象外設定」で設定・更新した内容の「適用」状況が確認できます。 

各操作で「適用」ボタンを押さなかった場合でも、本画面から適用することが可能です。 

 

＜適用状況一覧に表示される内容＞ 

・設定変更をしたが、未適用の内容 

・ログインしてから設定変更をし、適用が完了した内容（ログアウト後、再ログインすると表示されません） 

 

＜更新内容の適用＞ 

「操作」 => 「適用状況確認」 => 「適用状況確認」にて、確認できます。 

 

「図3-15 適用状況確認」にて、適用したい対象のチェックボックスを選択し、「適用」ボタンをクリックしてください。 

 

 
図3-15 適用状況確認 
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4 操作 
「アーカイブ検索」、「ログ表示」「適用状況確認」を操作することができます。 

※「メール操作」については、画面表示されますが、利用できません。 

 

4.1 アーカイブ検索 

「キーワード検索」、「相関関係検索」、「バッチキーワード検索」ができます。 

 

4.1.1 キーワード検索 

任意のキーワードにより、メールを検索することができます。 

 

「操作」 => 「アーカイブ検索」 => 「キーワード検索」にて、アーカイブされたメール本文・添付ファイルについて、キーワ

ードにより検索することができます。 

 

＜キーワード検索方法＞ 

「図4-1 キーワード検索」にて検索対象項目を入力のうえ、検索ボタンをクリックすることにより、キーワード検索結果一

覧を表示することができます。 

 

 
図4-1 キーワード検索 
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検索対象項目 内容 

検索対象期間 検索したい期間の開始日と終了日を指定します。 

本文・添付 メール本文および添付文書を検索するキーワードを指定します。 

類似検索 検索用キーワードとして入力された自然文全体と類似するも

のを検索できます。入力された文と完全一致しなくても検出が

可能です。 

条件式検索 検索用キーワードとして文字列の一部を指定して検索できま

す（完全一致）。 

複数のキーワードを指定する場合は、次の演算子が使用で

きます。 
「|」パイプ記号 

前後の条件を「または」条件（OR条件）で連結します。この演算子の前後には

かならず半角スペースが1つずつ必要です。 

※演算子の前後には、1つまたは複数の半角スペースを付けることもできます。 

「&」アンパサンド 

前後の条件を「かつ」条件（AND条件）で連結します。この演算子の前後にはか

ならず半角スペースが1つずつ必要です。 

「 ( )」括弧 

式の中に3つ以上の項目があるとき、先に演算したい部分を括弧で囲みます。

式の中に複数の( )がある場合は、( )内を演算後左側から演算されます。 

※括弧の中に括弧を書くことはできません。 

絞込類似検索 検索条件に複数の文字列をセパレータ（半角空白または半

角カンマ）で区切って指定すると、セパレータで区切られた文

字列を左から順にキーワードとして類似検索を繰り返し、検

索結果を絞り込みます。最大10個まで指定できます。 

差出人 ・差出人のメールアドレスを指定します。10件までの複数のキーワードを指定（半角カ

ンマ（,）または半角空白）できます。 

・複数キーワードを指定した場合、各検索文字列はORで結合します。 

・検索文字列の左端が「@」である場合はドメインであるとみなし、部分一致で検索を行

います。 

・否定演算子「!」を使用できます。「!」の直後にくる条件を否定します。 

宛先 ・宛先のメールアドレスを指定します。10件までの複数のキーワードを指定（半角カン

マ（,）または半角空白）できます。 

・検索文字列の左端が「@」である場合はドメインであるとみなし、部分一致で検索を行

います。 

・否定演算子「!」を使用できます。「!」の直後にくる条件を否定します。 

複数アドレスの結合条件 宛先に複数のキーワードを指定した場合、そのキーワードをAND条件かOR条件で検

索することを指定します。 

表題 表題の検索するキーワードを指定します。キーワードの指定方法については、「条件

式検索」と同様です。 

添付ファイル名 添付ファイル名の検索するキーワードを指定します。演算子は使用できません。 

添付の有無 添付の有無による検索を行う場合、該当するラジオボタンを選択します 

検索打ち切り条件 検索を打ち切る件数を指定します 

 

検索が完了すると、「図4-2 キーワード検索結果一覧」が表示されます。 

 



  
15 

 

  

 
図4-2 キーワード検索結果一覧 

 

＜メール保存＞ 

検索したメールを、EML形式にて保存することができます。 

「図4-2 キーワード検索結果一覧」画面から、以下のとおりメールを保存できます。 

ボタン 保存内容 

EML  選択したメールをEML形式でZIP保存します。 

「全選択」ボタンを押すと、ブラウザ画面に表示されているメールを全て選択します。 

一括EML  検索結果の全てのメールをEML形式でZIP保存します 

 

 

4.1.2 相関関係検索 

指定したメールアドレスに関連するメール送受信相手の相関図を表示します。 

 

「操作」 => 「アーカイブ検索」 => 「相関関係検索」にて、関連するメールの送受信相手の相関図を表示できます。 

 

＜相関関係検索方法＞ 

「図4-3 メール相関関係検索」にて検索対象項目を入力のうえ、検索ボタンをクリックすることにより、メールの相関図を

表示することができます。 
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図4-3 メール相関関係検索 

 

検索対象項目 内容 

検索対象期間 検索したい期間の開始日と終了日を指定します。 

中心ノード（入力必須） 相関図の中心となるメールアドレスを指定します。 

関係ノード 中心ノードに対する送受信相手を特定の相手に絞り込みたい場合にそのメールアドレスを

指定します。複数指定する場合は半角空白で区切り、最大10個まで指定できます。 

本文・添付 

 

 

メール本文および添付ファイルから検索するキーワードを指定します。 

類似検索 検索用キーワードとして入力された自然文全体と類似するものを検索

できます。入力された文と完全一致しなくても検出が可能です。 

条件式検索 検索用キーワードとして文字列の一部を指定して検索できます（完全

一致）。 

複数のキーワードを指定する場合は、次の演算子が使用できます。 
「|」パイプ記号 

前後の条件を「または」条件（OR条件）で連結します。この演算子の前後にはかならず半

角スペースが1つずつ必要です。 

※演算子の前後には、1つまたは複数の半角スペースを付けることもできます。 

「&」アンパサンド 

前後の条件を「かつ」条件（AND条件）で連結します。この演算子の前後にはかならず半角

スペースが1つずつ必要です。 

「 ( )」括弧 

式の中に3つ以上の項目があるとき、先に演算したい部分を括弧で囲みます。式の中に複

数の( )がある場合は、( )内を演算後左側から演算されます。 

※括弧の中に括弧を書くことはできません。 

絞込類似検索 検索条件に複数の文字列をセパレータ（半角空白または半角カンマ）

で区切って指定すると、セパレータで区切られた文字列を左から順に

キーワードとして類似検索を繰り返し、検索結果を絞り込みます。最大

10個まで指定できます。 

関係ノード数 中心ノードのメールアドレスに対する送受信相手のメールアドレス数です。アドレス数のリ

ンクを選択すると、フッター部に関係ノードの一覧リストが表示されます。 

表示ノード数 相関図に表示するアドレス数を指定します（最大100件）。送受信合計件数が多い順に、こ

の件数まで表示されます。 

 

「図4-4 メール相関関係検索」のように、メール相関関係検索の結果を表示されます。 
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図4-4 メール相関関係検索の結果 

 

＜相関図説明＞ 

中心ノードとなるアドレスと相関関係関係にあるアドレスの送受信関係を矢印線で表示します。送受信合計件数の多い順

に、表示ノード数分表示されます。 

項目 内容 

中心ノード 中心ノードは背景色がグレーの多角形で、相関図の中心に表示され

ます。 

関係ノード 関係ノードは、送受信合計件数によって以下のように色分けされてい

ます。 

10件未満：クリーム色 

20件未満：ベージュ色 

20件以上：オレンジ色 

相関図内の関係ノード上にマウスポインタを移動すると、そのメールア

ドレスがヘッダー部に表示されます。 

関係ノードのリンクを選択するとそのアドレスを中心ノードとした相関図

を再表示します。 

矢印線 メールの送受信関係を矢印線で表示します。矢印線上にマウスポイン

タを移動し、その矢印を選択すると、フッター部に中心ノードと関係ノー

ド間の送受信の一覧を表示します。 
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4.2.3 バッチキーワード検索 

事前に検索条件を登録することにより、定期的に検索結果を記録します。結果は管理画面から確認できます。 

任意のキーワードにより、メールを検索することができます。 

 

「操作」 => 「アーカイブ検索」 => 「バッチキーワード検索」にて、登録した検索要求に関連するメールを表示します。 

 

＜バッチキーワードの追加＞ 

新規にバッチキーワード検索を登録する場合は、「バッチキーワード検索」にて「新規」ボタンをクリックしてください。 

 

「図4-5 バッチキーワード検索要求入力」にて検索対象項目を入力のうえ、検索ボタンをクリックすることにより、バッチ

キーワード検索をいたします。 

 

 
図4-5 バッチキーワード検索要求入力 

 

検索要求項目 内容 

タイトル 検索要求を識別するためのタイトル名を指定します。80文字以内で指定します。 

実行スケジュール 実行のスケジュールの種類です。 

・即時：登録後直ちに検索が実行されます。 

・１回：登録後直近の検索予定時に1回だけ実行されます。 

・定期：指定された開始日を初回として、選択された間隔で定期的に検索が実行さ

れます。 

日単位：開始日から1日間隔で実行 

週単位：開始日から7日間隔で実行 

月単位：毎月の開始日の日にちに実行。実行月にその日が存在しない場

合は、末日に実行 

月末：毎月の末日に実行 

※1回または定期の場合は、cronにより午前6時0分に検索が実行されます。 

通知の有無 利用できません。通知はできません。 

CSV作成の有無 検索の実行後、検索結果一覧の内容をCSVファイルとして保存したい場合は「あり」を

オンにします。 

「あり」の場合はファイル識別欄が入力可能となるので、ファイル名の一部となる文字

列を、30字以内の半角アルファベットまたは数字で入力します。 
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検索対象項目 内容 

検索対象期間（受信日時） 検索したい期間の開始日と終了日を指定します。 

実行スケジュールが「定期」の場合は、終了日時は指定できません。「定期」の場合の

終了日時は条件とはなりません 

本文・添付 メール本文および添付文書を検索するキーワードを指定します。 

類似検索 検索用キーワードとして入力された自然文全体と類似するも

のを検索できます。入力された文と完全一致しなくても検出が

可能です。 

条件式検索 検索用キーワードとして文字列の一部を指定して検索できま

す（完全一致）。 

複数のキーワードを指定する場合は、次の演算子が使用で

きます。 
「|」パイプ記号 

前後の条件を「または」条件（OR条件）で連結します。この演算子の前後には

かならず半角スペースが1つずつ必要です。 

※演算子の前後には、1つまたは複数の半角スペースを付けることもできます。 

「&」アンパサンド 

前後の条件を「かつ」条件（AND条件）で連結します。この演算子の前後にはか

ならず半角スペースが1つずつ必要です。 

「 ( )」括弧 

式の中に3つ以上の項目があるとき、先に演算したい部分を括弧で囲みます。

式の中に複数の( )がある場合は、( )内を演算後左側から演算されます。 

※括弧の中に括弧を書くことはできません。 

絞込類似検索 検索条件に複数の文字列をセパレータ（半角空白または半

角カンマ）で区切って指定すると、セパレータで区切られた文

字列を左から順にキーワードとして類似検索を繰り返し、検

索結果を絞り込みます。最大10個まで指定できます。 

差出人 ・差出人のメールアドレスを指定します。10件までの複数のキーワードを指定（半角カ

ンマ（,）または半角空白）できます。 

・複数キーワードを指定した場合、各検索文字列はORで結合します。 

・検索文字列の左端が「@」である場合はドメインであるとみなし、部分一致で検索を行

います。 

・否定演算子「!」を使用できます。「!」の直後にくる条件を否定します。 

宛先 ・宛先のメールアドレスを指定します。10件までの複数のキーワードを指定（半角カン

マ（,）または半角空白）できます。 

・検索文字列の左端が「@」である場合はドメインであるとみなし、部分一致で検索を行

います。 

・否定演算子「!」を使用できます。「!」の直後にくる条件を否定します。 

複数アドレスの結合条件 宛先に複数のキーワードを指定した場合、そのキーワードをAND条件かOR条件で検

索することを指定します。 

表題 表題の検索するキーワードを指定します。キーワードの指定方法については、「条件

式検索」と同様です。 

添付ファイル名 添付ファイル名の検索するキーワードを指定します。演算子は使用できません。 

添付の有無 添付の有無による検索を行う場合、該当するラジオボタンを選択します 

検索打ち切り条件 検索を打ち切る件数を指定します 

最小類似度 類似検索の場合、一覧に表示するメールの類似度の最小値をセレクトリストから選択

します。 

 

4.2.4 メール検索（一時監査者） 

一時監査者は、スーパー管理者に設定されたメールアドレスのメール検索を行うことができます。 

ログイン方法については、「2.2 ブラウザから直接アクセスする場合」をご参照ください。 

 

「図4-6 メール検索（一時監査者）」にて検索対象項目を入力のうえ、検索ボタンをクリックすることにより、バッチキーワ

ード検索をいたします。 
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図4-6 メール検索（一時監査者） 

 

検索対象項目 内容 

検索対象メールアドレス 検索対象とするメールアドレスを指定します 

検索対象期間 検索したい期間の開始日と終了日を指定します 

検索キーワード 表題、メール本文から検索するキーワードを指定します 

添付ファイル名 添付ファイル名の検索するキーワードを指定します 

添付の有無 添付の有無による検索を行う場合、該当するラジオボタンを選択し

ます 

検索打切り件数 検索を打切る件数を指定します。 

 
4.2 ログ表示 

「統計情報ログ」、「アクセスログ」を表示することができます。 

 

4.2.1 統計情報ログ 

メールの利用状況が確認できます 

 

「操作」 => 「ログ表示」 => 「統計情報ログ」にて、統計解析項目別にメールに関するログを表示できます。 

「図4-7 統計情報ログ選択」にて表示項目を入力のうえ、「表示」ボタンをクリックすることにより、統計情報ログを表示で

きます。 

 

 
図4-7 統計情報ログ選択 
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表示項目 内容 

期間 解析するログの対象期間の開始日と終了日を指定します 

統計解析項目 差出人別、宛先別、時間帯・処理数別（曜日別、日付別も含む）の統計を

表示したい場合に選択します 

統計解析対象グループ 解析の対象となるグループを選択します。 

全ユーザ分（SUPER ADMIN）または、グループ別に指定ができます。 

 

※アーカイブ対象外設定にて設定したメールも統計情報として計測します。 

※システム管理系のメール（@ｓ00XXX.mngsv.jp）も統計情報として計測します。ご了承ください。 

初期設定時に、当社からのシステム管理系のメールはアーカイブ対象外設定にて設定しています。 

 

4.2.2 アクセスログ 

本オプションの管理画面へのアクセスログを確認できます。 

 

「操作」 => 「ログ表示」 => 「アクセスログ」にて、アーカイブメールへのアクセスを表示できます。 

「図4-8 アクセスログ検索」にて表示項目を入力のうえ、「表示」ボタンをクリックすることにより、アクセスログを表示でき

ます。 

 

 
図4-8 アクセスログ検索 

 

表示項目 内容 

期間 検索の対象となる期間の開始日時と終了日時を指定します。 

統計解析項目 検索の対象となるアクセスを行ったページの種類を選択します。 

ページの種類には、すべて、キーワード、セッション、バッチキーワード、

監査ツールがあります。 

※「保留メール」、「ごみ箱メール」、「メール復元」、「メール一括復元」は、

利用できません。 

操作 検索の対象となる操作を選択します。 

操作には、すべて、閲覧、配送、返送、削除、転送、復元、ログイン、ログ

アウト、ログイン失敗、検索、ダウンロードがあります。選択したアクセス

対象により、表示されるセレクトリストの項目が変わります。 

管理者 検索の対象となる管理者のアカウントを指定します。 

 

4.3 適用状況確認 

「3.5 適用状況確認」をご参照ください。 

 


